
令和 5 年度「ちゅらプロ」成果報告会を公開で開催します 

地域連携推進機構 准教授 小島 肇 

琉球大学では、琉大生が自ら「地域」に入り、地域の再生・活性化やそこでの課題の発見・解決等に取り組

む公募型の正課外プロジェクトを、「地域共創型学生プロジェクト（ちゅらプロ）」として平成27年度より実施

しています。 

「ちゅらプロ」は、学内公募で提案された学生グループのアイデアに対して、学内でプレゼン審査を行い、審

査を通過した優秀なアイデアを大学としてサポートしている事業で、コロナの影響で実施できなかった令和

2 年度を除き、これまでに 31 件の学生プロジェクトを実施してきました。 

「ちゅらプロ」では、琉球大学の学生チームが県内各地で、環境問題をはじめとする地域課題や地域振興に

向けた地域創生などに主体的に取り組んでいます。 

正課外プロジェクトとして実施している「ちゅらプロ」は、授業として実施するものではないため、学生自ら

が課題の設定からプロジェクトの実施まで、主体的に取組むところに難しさと面白さがあり、これまでのプロ

ジェクトを通して多くの学生が成長を実感する貴重な学びの機会となっています。 

また、地域社会に対しても、学生によるこの活動によって地域課題の解決に少しでも貢献できるもの、地

域の振興に役立つものなどが成果として期待されるプロジェクトです。 

令和 5 年度は応募 12 チームのうちプレゼン等の審査を通過した 6 チームが 7 月よりプロジェクトに取

り組んできました。以下の通り公開にて成果報告会を実施し、採択された学生チームが取組について発表し

ますので、ぜひご参加ください。 

【成果報告会】 

日 時 ： 令和 6 年 3 月 5 日（火）１３：００～１５：００ 

場 所 ： 地域国際学習センター３０１講義室 

聴講を希望する方は、事前に kojima【at】lab.u-ryukyu.ac.jp までご連絡ください。 

（上記のメールアドレスの【at】を＠に変更して送信ください） 

【令和５年度採択チーム】（応募総数 12 件、採択数 6 件） 

・バリアフリまーる（プロジェクト名：バリアフリーマップを発展させ隊プロジェクト in 久米島-ユニバーサル

ツーリズムを見据えた離島調査-）

・ヤギ部（プロジェクト名：超～うメェ～琉大産ヤギベーコンとヤギハムの製造プロジェクト）

・与那原もりあげ隊（プロジェクト名：地域をつなごう！～沖縄軽便鉄道～）

・琉大ゆいまーる（プロジェクト名：子供の未来を紡ぐ体験プロジェクト）

・Protect The Beach（プロジェクト名：美しいビーチを守るプロジェクト）

・うりずんスクール（プロジェクト名：うちなーんちゅと自然を繋ぐプロジェクト）

「ちゅらプロ」ホームページ 

ちゅらプロの概要 https://chiiki.skr.u-ryukyu.ac.jp/?page_id=3074 

過去の実施プロジェクト https://chiiki.skr.u-ryukyu.ac.jp/?page_id=4038 



【参考】令和 5 年度「ちゅらプロ」実施スケジュール 

公募説明会 ： 令和 5 年 5 月 15 日、16 日 

公募期間 ： 5 月 8 日～ 5 月 31 日 

プレゼン審査会 ： 6 月 12 日 

採択決定 ： 6 月末 

ｷｯｸｵﾌ説明会 ： 7 月 3 日 

事業実施期間 ： 7 月 3 日～令和 6 年 3 月末日 

中間報告会 ： 10 月 20 日、25 日 

成果報告会 ： 3 月 5 日 

【参考】過年度の実施概要 

〇令和４年度（３件採択） 

・いもゼミ美らイム（プロジェクト名：うちなーいも生産向上プロジェクト）

・グリーン JunJun’s（プロジェクト名：服交換リユースイベント『Thanks To Clouthes』

・島に大学ちくいぶさ（プロジェクト名：県外の離島（海外含む）の事例をもとに琉球諸島の離島に大学を設

置・誘致するためのモデル案の提示ー実行可能性の評価ー

〇令和３年度（６件採択） 

・For The Okinawas（プロジェクト名：Quality of Tourism（QOT）プロジェクト）

・がんじゅ～ウイルス（プロジェクト名：文化と伝統を次世代に繋ぐ with コロナ）

・チームいなかむすめ（プロジェクト名：あつまれグローカル人材！ひらけ留学のトビラ！

～留学生のためのウェブサイト制作～）

・やんばるっ子を育て隊（プロジェクト名：かるたで学ぼう！やんばるの自然）

・生物系有志の会_（プロジェクト名：大度浜海岸ガイドブックを作ろう！）

・琉大まんぐろう部ハーブチーム（プロジェクト名：感染症予防ハーブ伝承知アーカイブプロジェクト）

〇令和２年度（コロナのため未実施） 

〇令和元年度（１件採択） 

・琉大まんぐろう部ハーブチーム（プロジェクト名：地域生産者に学ぶハーブ生産とハーブ関連商品開発）

〇平成 30 年度（３件採択） 

・＼ごまるよん。／（プロジェクト名：１００年続く公設市場ミーティング ）

・AKUAH（プロジェクト名：Chikasui プロジェクト）

・ふしゆぬ（プロジェクト名：星の民話収集プロジェクト）



与那原もりあげ隊
　人文社会学部　３年次
　　　澤岻　南々帆

プロジェクトの目的 

沖縄県内に軽便鉄道があったという歴史を知ってもらう事 

与那原町にある軽便与那原駅舎展示資料館の来館者を増やすこと 

活動内容 

①与那原小学校、与那原東小学校の２校にて出前授業実施

②グッズ制作

③駅弁レシピ考案と販売

成果 

①出前授業について

2/15 および 2/16 に与那原にある 2 校の小学校で出前授業を実施しました。授業内では、「実際に沖縄に鉄道

が走っていたら？」という想定の下、子どもたちが路線図を完成させるグループワークと軽便鉄道にまつわる 2

択のクイズを実施しました。 

事後学習として感想シートを配布し、駅舎へ足を運んでもらう工夫をしました。 

②グッズ制作

小学生への配布用としてオリジナルステッカーを制作しました。

③駅弁

現在、3/16 と 3/17 に軽便与那原駅舎にて実施されるマルシェで販売する駅弁のレシピを考案中です。かつて軽

便鉄道の駅であった糸満・嘉手納・与那原の食材を使ったおにぎりです。 

←出前授業の

様子 

グッズシール 駅弁試作 



  琉 大 ゆ い ま ー る 

人文社会学部   4年 比嘉恒晴 
国際地域創造学部 3年 佐渡山諒 

  2年 知念佳奈 
菅原結 

1 プロジェクトの概要と目的 
私たちは、沖縄県内の「子どもの体験保障」をテーマに、子どもの居場所を対象とした地元企業の

職業体験イベントを実施した。本イベントは、子どもの居場所に通う子供たちが働くことに対する
理解を深め、学習意欲や就業意欲を向上させる機会を創出することが目的である。 

2 取組内容 
7 月～8月：沖縄の体験格差に関する情報収集・先行イベントの視察 
9 月～12 月：イベント準備（関係機関との調整・ボランティア募集等） 
12 月～2 月：イベント開催・アンケート実施・子どもの居場所ボランティアの継続 

3 成果 
「ミニおしごと体験イベント in琉大」を開催 
（2023 年 12 月 9日（土）14 時～17時 琉大文系講義棟 3階） 

(1)協力企業・団体：
イオン琉球株式会社 様、株式会社ビーンズラボ 様、 I-PEX株式会社 様
中川鉄水 先生（琉大理学部）、GCC（グローバル・コモンズ コンシェルジュ）の皆様 
(2)参加児童：14 名（みんなおいでよ陽迎橋）
(3)ボランティアスタッフ：15 名（大学生、高校生）
(4)イベント内容：
第 1 部（14:00~16:00）お仕事体験（３社）
第 2 部（16:00~17:00）GCC との交流会・参加賞プレゼント

全体写真↑ 

プログラマー体験↑ 
（ビーンズラボ） 

店員体験↑ 
（イオン琉球）

ものづくり・研究者体験↑ 
（I-PEX・中川先生） 

GCC との交流↑ 



美しいビーチを守るプロジェクト
Protect The Beach
　理学部　３年　布施咲笑
　理学部　３年　杉山北斗　　＜地域問題・目標＞

＜今までの活動・成果＞

沖縄の美しい砂浜は観光資源として重要であり、
自然環境を保護する目的として、沖縄の砂浜に
あるサンゴや砂（星砂など）などは許可なく持
ち帰ってはいけないとなっています。しかし、
このことは観光客のみでなく地元の人にもあま
り知られていません。このプロジェクトでは砂
浜の砂について知ってもらうことを目的として
います。次世代を担う子供たちが知識だけでな
く自然とのふれあいや探索の楽しさを体験しな
がら学び、その認識が広がっていくことを目標
としています。

砂浜にある砂や生き物たち

持ち帰っては
いけない

・8月12日 イベント「沖縄のビーチの砂ってなにでできてるの？」開催

・12月23日 イベント「沖縄の砂の秘密～砂をじっくり観察いてみよう」開催

・2月23日 イベント「沖縄のビーチの砂ってなにでできてるの？」開催

・冊子の制作

＜今後の活動＞

・3月1日 保育園での出前授業
・冊子を地域の事業所に配布
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